
 

 

 

 

 

今年度のとみさと協働塾は，「地域づくりスキルアップ講座」として，団体運営に必

要なスキルの習得と，塾生同士のつながりづくりを目的とし，まちづくりコーディネ

ーターの中村正明氏を塾長にお招きして５回の連続講座で実施します。  

 

第３回とみさと協働塾は？  

平成２８年１１月１０日（木）に「企画書のポイント～コンセプト，プレゼンテーシ

ョン等～」をテーマに開催しました。  

 

☆講義☆  

「 企画書のポイント～コンセプト，プレゼンテーション等～」  

中村塾長よりテーマについてお話いただきました。  

 ・ 企画とは，目的を達成するためのアイデアのこと。  

 ・企画書を作成のポイントとして，フレームワーク【５Ｗ２Ｈ】，現状分析【３Ｃ

分析，ＳＷＯＴ分析】，コンセプトの明確化などについてお話しいただきました。  

 

※企画書の構成  

 

 

 

 

 

 

 

※相手に伝えるためのポイント  

 ①文章は短く，はっきりと  

 ②専門用語や抽象的な表現は避ける  

 ③能動的で自信のある表現に  

魅力あるストーリーを描いて，筋が通り説得力のある企画書を作りましょう！  

  

 平成２８年度第３回  

現状  課題  提案  

事実に裏付けら

れた現状分析  

現状と目的であ

るゴールとのギ

ャップを提示  

課題解決策とし

ての企画  



・プレゼンテーション（プレゼン）とは，提案したいテーマや企画を効果的に説得

するための技法のことをいいます。目的（狙い）を明確化し，相手の顔を見て企

画を伝えるチャンスとして，しっかり準備することが大切です。  

講義では，プレゼン準備や構成のポイントなどについて学びました。  

 

※プレゼンの構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ プレゼンターの話し方（５つのポイント）  

  ①話し言葉で  

  ②文章は短く  

  ③具体的な話で  

  ④能動態で  

  ⑤専門・業界用語は避ける  

  

はじめに  
【目的】準備の行き届いた洗練されたプレゼンで  

あることを印象付ける  

現状の説明  
【目的】プレゼンターと聞き手の現状認識の  

すり合わせ  

課題の表示  

解決策の提案  

（選択肢と具体案）  

まとめ  

【目的】解決策提案のための下地つくり  

【目的】全員が認識した課題を解決する提案の発表  

【目的】プレゼンの目的への立ち返り  



講義の様子  

  

 

☆グループワーク☆  

 今年度のとみさと協働塾では，「人材育成によるまちづくり」を共通のテーマとし

て，各回のグループワークで話し合いを重ねていきます。  

 今回は，まちづくりに関しての「無関心層」と「リーダー層」への人材育成プログ

ラム案を作成し，全員で情報共有しました。  

 「無関心層」への人材育成プログラムの一環として  

 ・無関心層に働きかけるために，社会で注目されている「防災訓練」等の地域イベ

ントを実施して参加を促してみる。  

 ・ 回覧板を届ける時に声掛けしてみることを始めてみる。  

 「リーダー層」への人材育成プログラムの一環として  

 ・様々な既存団体のリーダーを「協働コーディネーター」として育成する。  

 ・各団体が抱える課題をプログラム化して，お互いが理解し合える環境を作る。  

といった意見が挙げられました。  

グループワークの様子  

   

  

  



 

今回のとみさと協働塾では，「企画書のポイント～コンセプト，プレゼンテーシ

ョン等～」をテーマとして，企画書の構成やプレゼンテーションの準備やコツにつ

いて講義を受けた後に，今年度の共通テーマである「人材育成によるまちづくり」

に沿って，今回は「無関心層」と「リーダー層」に対する人材育成プログラムを２

つのグループに分かれて作成しました。毎回，各グループで話し合った内容を共有

し，意見を煮つめて個人発表用の企画書を作成していきます。  

市民活動を継続していく中で，新たに事業を計画し，外部から補助金を受ける機

会もあります。その際には，企画書やプレゼンテーションが必要で，その出来によ

り審査が行われます。様々な会議を経験することになります。日頃から積極的に経

験していくことが重要だと感じました。  


